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1．はじめに 

猪苗代湖は，福島県の中央部に位置している．猪苗代湖の北側にそびえる磐梯山は活火山

であり，約 4.2 万年前には山体崩壊が起きて磐梯山南麓に翁島岩屑なだれを堆積させた．こ

の翁島岩屑なだれにより猪苗代湖盆北西が埋められ，猪苗代湖が形成されたと考えられてい

る(廣瀬ほか，2014)．  

磐梯山南麓に分布している砂川層は，下部の泥流堆積物と，上部の泥・砂・礫・泥炭の互

層で構成され，砂川層上部には ATテフラがきょう在している．これに加えて，植物化石・14C

年代などから，砂川層上部は最終氷期後半ごろの堆積物であるとされている(吉田・鈴木，

1981)．砂川層の層相の変化や，最終氷期後半に砂川層の堆積が終了していることは，猪苗代

平野の形成史と湖水域が変化したことと関係があると考えた．そこで本研究では磐梯山南麓

の野外地質調査を行い，地質学的研究にもとづいて猪苗代湖湖水域の変遷について検討した． 

 

2．研究手法 

[地形面区分図] 

1980年に撮影された2万分の1の空中写真を用いて反射鏡式実体鏡により地形判読を行っ

た．中馬(1987)では，日橋川の猪苗代湖流出地点付近～会津盆地にかけて地形面区分を行っ

ている．本研究では，その東部へ検討範囲を延ばし，調査範囲である半坂付近まで地形面区

分を行った． 

[野外地質調査] 

磐梯山南麓を調査範囲とし，観察と記載を行った．調査項目は色調・単層の厚さ・堆積構

造・粒度・淘汰度・層理面の形態という共通記載項目があり，粒度や構成物質別によってさ

らに記載を追加した．地質区分は，吉田・鈴木(1981)，中馬・吉田(1982)，鈴木(1988)，鈴木

ほか(1990)などの先行研究を参考にして，下位から見祢山層，翁島岩屑なだれ堆積物，砂川

層，磨上原火山性泥流堆積物，猪苗代層に区分し，地質図と地質断面図を作成した． 

 

3．結果および議論 

 Loc.7～Loc.14の柱状図を，縦軸に標高，横軸に水平距離をとり，ATテフラを対比した対

比柱状図を作成した(図 1)．Loc.7～Loc.14までは，標高差は約 19m，水平に約 420mの距離

がある．  

 標高が高い Loc.13と Loc.14では ATテフラの下位にローム層が堆積しているが，標高 530

～540mの間に位置するLoc.11とLoc.12ではATテフラの上下は砂礫となり斜交層理や平行

層理がみられる．標高が低い Loc.7～Loc.10では ATテフラの下位に泥炭層が堆積している． 

 標高が高い Loc.13とLoc.14に堆積しているATテフラは，粘土化しており，層厚が 3～4cm

と薄く，下位にローム層をはさんでいることから陸域で堆積したと考えた．標高が低い Loc.7



～Loc.12の ATテフラは，極細粒砂サイズで淘汰が良く，級化し，保存が良く層厚が 5cm以

上ある．このことから，水域で堆積したのではないかと考えた．これらのことから，ATテフ

ラ堆積時の湖水面の標高は Loc.12と Loc.13の間の 538mと考えられる． 

図 1 対比柱状図 
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